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白井市のバッタロ昆虫

内 田 正 吉

1 はじめに
パッタロ昆虫 (以下,直翅類と記す)は,陸上のさまざまな環境に生′自、している。生息環境の

選好性が種により大きく異なり,環境指標性の高い分類群である。さらには,スズムシやクツワ

ムンのように古くから鳴く虫として親しまれてきた種や,ショウジョウバッタやキリギリスのよ

うに子供たちの虫取り相手とされてきた種が含まれているように,直翅類は私たちにとつて親し

みのある昆虫でもある。このような特徴を有する直翅類は,地域の自然環境を調べる上での好適

な昆虫である。

千葉県白井市の直翅類は,谷川他 (2004)に よつて,植物相とともに市内の二次草原における

キヅギリス類とバッタ類が調べられており,18種が記録されている。千葉県から40年ぶりの発

見となるイナゴモ ドキをはじめとして,希少性の高い種を含む直翅類が市内の二次車原に生息す

ることが明らかにされた (谷川他,2004)。 白井市におけるイナゴモ ドキの生息は本種の分布域を

考える上で興味深く,市域の直翅類相を特徴付けるきわめて価値の高い存在である。

今回の調査においては,69種の直翅類が自井市から記録された。イナゴモ ドキをはじめとした

希少性の高い種が市内には少なからず生息し,直翅類の生息場所の視点からみて重要性が高いと

考えられる地域が存在することも再確認された。本報告においては市域の直翅類相について調査

した結果を示すとともに,得られた結果をとおしてみた白井市の直翅類の特徴について考察する。

2方 法

調査は,白井市の直翅類相を解明することを目的として,2005年 と2006年に実施された。ま

た,2007年にも補足的な調査を実施した。調査の対象とした地域は,市内の折立 。桜台・神々

廻 。名内・根・平塚・復・谷田である。調査地別の位置や環境,調査時期は表 1のとおりである.

各調査地において直翅類の生息が予想される場所を任意に踏査し,日視および鳴き声の聞き取

りにより生息の確認をおこなつた。生J自、が確認された種ごとに,個体数や生息環境を記録した ,

生息環境は,個体が確認された場所における植生 (植被率,高さ,優占的植物種)について記録

した。なお 2005年は,本事業による9月 23日夜間の鳴く虫の調査,および NPO法人しろい環
境塾主催による観察会において確認された種も記録に含めた。一部の種については採集し,乾燥

標本とした ,

3結 果
2005年から2007年にかけての調査において,白井市から全体で69種の直翅類が記録された。

これらを科レベルの分類群別にみると,コオロギ科 10種,マツムシ科 6種,ヒバリモ ドキ科 10

種,ケラ科 1種,カネタタキ科 1種,キ ヅギリス科 14種,ク ツフムシ科 1種,ツユムシ科 4種 ,



コロギス科 1種,カマ ドウマ科 2種,ノ ミバッタ科 1種,ヒ シバッタ科 4種,オンブバッタ科 1

種,パ ッタ科 13種であつた。

以下に,記録された種の確認データを記す。

表 1 白井市内において直翅類相の調査を実施した場所
Table l.Localities in Shiroi―shi where the orthopteran fauna was surveied in 2005-2007.

地名  調査地      位置 主な環境

折立  折立   35° 81'N.,140° 05'E.  樹林や谷津の湿地

桜台  桜台   35° 80'N。 ,140° 10'E.  造成地の車原

神々廻A 35° 84'N.,140° OgE.  半自然草原(草原に接した林縁を含む)

神々廻 B 35° 81▼N.,140° 071E.  運動公園(疎林状の車原)
神々廻

神々廻 C 35° 81▼ N.,140° 07.E.  樹林に田まれたうつぺいした湿地(弁天池付近)

神々廻 D 35° 80'N.,140° 07[   神崎川沿いの草地(隣接する水田を含む)

名内  名内   35° 83.N,140° 06[.  谷津の水田付近(休耕田の湿地を含む)

七次台 t次台   35° 80'N.,140° 04'E.  台地上のススキ車原

根A   35° 79'N,140° 0げE.  耕作地の草原(京業ガスグラウンド敷地内)
根

根 B   35° 78'N.,140° 0■E.  神崎川上流域(北総線高架より南側)の草地

平塚A  35° 83'N.・ 140° 08'E.  手賀沼に接した水田や車地
平塚
  平塚 B  35° 82.N.,140° 07[.  台地に接した低地(′卜森城址付近)

復 A   35° 79'N"140° 06[.  造成地の車原(市役所の周囲)
復

復 B   35° 78'N.,140° 06′E.  二重川沿いの草地

谷田A  35° 8げN.,140° 10'E.  樹林や車原,谷津の湿地(国道 464号の北側)
谷 田

谷田B  35° 79′ N.,140° 1げE.  樹林1谷津の湿地(国道464号の南側)

4 記録された種
白井市から記録された直翅類の確認状況を記す。記録は次のように記した。

調査地 :確認個体数,年月日.

調査地は,表 1に基づく.確認個体数のうち,「目撃」は目視による確認,「鳴」は鳴き声の聞

き取りによる確認である.「■」は「以上」を示す.成虫および幼虫を記録の対象としており,記

録個体に付されている「伍.)」 は幼虫による記録であることを示す。年月日は年・月・日の順に

記した。ここに掲載する記録は筆者が目視あるいは鳴き声の聞き取りによつて実際に確認するこ

とのできたもののみを対象としているため,記録者は略した (筆者以外のデータ (ハラヒシバッ

タとナキイナゴ)については,記録者 (または採集者)名 を明記した),調査によつて得られた

生態的知見などを,種の記録の末尾に記した。生息環境に関わる調査記録は,割愛した。科の扱
いは, 日本直翅類学会 (2000に準じた。

標本は 2008年 ■月現在,すべて筆者が保管している。なお,標本とした個体はすべて,今報

告における確認個体数の中に含まれている。

コオロギ科 GryLdac

l,タ ンボコオロギ 脇物的昭勒肱郎,9躍■節 Cllop吼 1961

折立12♂鳴,2005.6.7.,1♂ 嗚 2∞5.6.28.,3頭伍,)日撃,2005,11.1.神 々廻 D'1♂鳴 2005.5.20.,1♂ 鳴 2005.6.6.;2♂
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鳴,2005,7,10.名 内:1頭徹.)目撃,2005.9.26.,1頭徹.)目撃,2006.4.4・ ,1頭 lll.)日撃,2006.4.18.,1♂ 嗚 20CX3,6.21.根

A:1♀ 目撃,2005.8.24.平塚A:ユ♂q転 2CX15,9.12.復 A:1♂鳴,2005.7.16.,1♂ 鳴,2005.9.23.復 B:1♂ q尋,2005.10.12.

谷田燕 1♂鳴 2005,7.16.,(■ )目撃,2005,9.23,

2.ク マコオロギ /iti/6・ 加49r(Sllirakl,1913)

名内:1♂鳴,2005.9.26.平 塚 燕 1♂鳴,2005,9.12.復 B:2♂鳴,2005.10,12.谷 日 B:3♂鳴,2006.9,4.;5♂ 鳴,

2006,9,23.

3.モ リオカメコオロギ Iclobル"加 sル帥椅Mattuura9 1988

折立:2♂ 4説 200島 11.1,神々廻Al♂鳴,2005,9,23.名 内:5♂鳴,2♀ 目撃,2005,9,26.谷 田A:5+♀ 目撃,2CX15,9,23.,1

♂電磁2006.11.4.谷 田B3♂ 目撃,2006.9,23.

4,ハ ラオ カ メ コオ ロギ b胞 う″″″郷 ュ岬 も競 SM狼 取聰ュ 988

神々廻 A:1♂η霊 2005,9.12.根 ☆ 2♂鳴 2005.8.24.根 B:2♂鳴 2005.10.12.,6♂嗚 2006.9.24.平塚A:1♂鳴

200519.12.復 Al♂鳴,2CX15,9.12.,1♂ q説 2005,9,23.,1♂ 鳴,2006.9120,復 B2♂ 1缶 2005.10.12.谷 田A:1♀ 目撃,

2006.8,31,

5,タ ンボオカメコオロギ FoF9b7印脇PJs tr9面mミsSI徹通,1930

根 B:4♂1説 2CX15.10,12.,1♂ 碍S,2006,9,24,聴 Al♂町転2005,9,12,

6.ミ ツカドコオロギ 効 力
"″
熔赫 ″ s俺五 1881

折立:1♀ 目撃,2005,11,1.神々廻 A:3♂鳴,2005.9.12.,2♂ 1♀ 目攀,2005,9.23,,鳴 ,1♀ 目撃,2005.11.1.,1♀ 目撃,

2006.8.31.,1♂ 3♀ 目撃,2006.9,20,根 A:1♀ 目撃,2005.8.24・ 根 B:1♂嗚 2005,10,12.平塚 A:鳴,2005,9.12,復

☆ 1♂鳴,2005,9,12,,1♂ 鳴,2005.9.23110キ♂l磁 2∞6.9.20,谷田Al♀ 目撃,200島 8,24,;1♂ 目撃,2005.9.2311♂

目撃,2006.8.31.谷 田B:1♂ 目撃,20CX3.9123.

7.オオオカメコオロヨF ち伽筋例b鬼盟岬】鳴宴盟tusMatsullra,1986

神々廻☆ 3♂鳴,2005,9,12.;1♂ 2♀ 目撃,2005,9,23.;2♂ 目撃,2006.9.20.復 A:1♂鳴,2007,9.19.谷田A2♂鳴,

2005.8,24,,4♂ l亀 2005.9.23.谷 田B12♂ 1琺 2006.9,23.

全国的にみても分布情報の少ない種であり,千葉県においては君津市から知られているのみであつた (千葉県環境部

自然保護説 2000,井上,2002).白 井市からは,神々廻や谷田の半自然草原や疎林状の植生において確認されたほか,

復の市役所の周囲にある造成地に接したクリ林付近でも確認された。おそらくかつては,本種は市域の台地に広域的

に分布していたものと推測される。

8.ツ ジレサセコオロギ 拷
"″

I釘あ (SauSSure,187D

折立11♂ l碍,2005.11,1.神 々廻A2♂鳴,2005,9,12.,1♂ 鳴 2005,9.23,名 内:8♂鳴,4♀ 目撃,2005。 9.26.根 B114♂

嗚 2005.10.12.,2♂ 町説2006.9.24.平 塚A:1♂鳴,2005.9.12.復 A:2♂鳴 2005,9.12.,復 A:1♂鳴,2005,9.23.,3♂嗚

2006.9,20.復 B'2♂ 1艦 2CX15。 10,12.谷田A3♂ 10+♀ 日乳 2005,9.23.,2♂ 鳴,2006.8,31,,1♂鳴,2006.■ .4.谷田

Bl l♂l転 1♀ 目撃,20CX3.9.23.

9,エンマコオロギ 琵滋習メr困印″α(olunaclli et Mattuura9 1951)
折立:1頭 Cll.)目撃,2005.6.7.,1頭 Cxl。 )目撃,2005.6.28.,1♂鳴,2005,■ .1.神々廻A:2頭伍)目撃,2005,7.16.,2♂ 鳴,

2005,9,12.,3♂ 2♀ 目撃,2CJC15.9.23.,日 撃,2005,11,111頭 伍)目撃,2006.8,31.,3♂ 鳴 2CX17.9,10,神々廻D■ 頭Kl■ )

目撃,2005,7.10,名 内:4♂鳴,3♂ 1♀ 目撃,2005,9,26,根 A12♂ 目撃,2005.8,24,,目 撃,2005,9,26.根 B:2♂鳴,

2005.10。 12.,2♂鳴,2006.9.24,平 塚 A:5頭翌烏,2005,9,12.復 A2♂鳴,2005,9,12.,2♂ 鳴 2005.9.23.,1頭位)日撃,

2006.8.8,5♂鳴 2006.9.20.,2♂ 1鳥,2007.9.19.復 B:20♂嗚 4♂4♀ 目撃,2005.10。 12.谷 田Al♂鳴 1頭に,)目撃,

2005,7,16.,1♂ 目撃,2005.8.24.,2♂ 目撃,2005,9,23.,1♀ 目撃,2006.8.31,,1♂ 鳴,2∞6.11,4,谷 田 B:2♂ 目撃,

2006.9,23.

10,ク マ ス ズ ム シ &′♂″証 ガ′琳 PPVθ灯 潜 (BnmnCrvOn Wa後 熱 り 1,1893)

神々廻燕1♀ 目名 2005,■,1,復 A:3♂鳴 2005,9,23.
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マンムシ科 Elleoptericlae

l.マ ツ ム シ カ ″9即 ′力番 胸 ′″ο櫂 腑 婢 櫂 勉 項 de Ha4 1844)

神々廻 A:5+♂ 1亀 2005,9,23.

本種は県南部の鴨川市付近には多いが,県北部の内陸部では非常に少ない (千葉県環境部自然保護課,2000).市域

では,神々廻の半自然草原からのみ記録された,

2.アオマ ツムシ TTvrFypri2ヵ ゎFttηおω IぬШ囲吼 191D

折立11♂鳴,2005,11.1.神 々廻Al♂鳴 20059,12,,5+♂ 1霊 20059.23,神々廻 Ci l♂鳴,2005.■ ,1,名 内:2♂ 1蒔 ,
2005.9.26.平塚 A:3♂ R肇,2005.9.12.復 A:5+♂町患,20o5.9,23.谷 田 A:5+♂鳴,2005,9.23.谷 田 B:多数鳴,

2006.9.23,

3.カ ヤコオロギ 島脱ッ倣り製 Ftts Shiraki,1930

谷田A2♂目乳 2005,9.23,

草丈 20cmほどのチガヤ群落から見出された。千葉県からは,船橋市と君津市からの記録があるのみであつた (千葉

県環境部自然保護課,20001.

4,ス ズムシ 腕 報釘″αJψttrt・p cdcHa儡 184)

神々廻☆ 1♂鳴,2005.9.12.,5+♂ 鳴,2005.9,23.平塚 A5+頭嗚 2005,9,12.復 A:2♂嗚 200519.23.

平塚では,手賀沼の土手の高茎草地で鳴いていた。神々廻では半白然草原のほか,アズマネザサや低床層が繁茂した

樹林の内部においても鳴いていた。

5.カ ンタン 9鈎解筋郷わ鰯ね触力 Matsm剛吼 1904

神々廻 A:1♂鳴 2005,9,23.根 B:4♂ 3♀ 目名 2005,10,12,;根 Bl♂鳴,2006.9,24,復 ☆ 3♂鳴 2005,9.23.,1♂ 鳴

2005,9.12.復 B11♂鳴,2005,10.12.,1♂ 目撃,2005.10.12.谷 田A:3+♂嗚 2005.9.23.

6.ヒ ロバネカンタン 2c級と瓶 御9Yr/r/91cllikawa9 2001

復 Al♂鳴 2CX15,9,23.,1♂ 目乳 2007.9.19,谷 田Al♂嗚 2005,7,16.:2♂ l転 2005.9.23.,1♂ 鳴,2006.11.4.

造成地の草地から記録された.北総線沿線の造成地が,北総台地における本種の分布域の拡大に寄与してきたものと

考えられる.

ヒバリモドキ科 Trigo�d�dae

l・ ヤマトヒバリ 激″″鍛
""α
9brir9/ptt caudC11,1927)

折立:1♂鳴 2005,11.1.神 々廻 C■♂目撃,200島 ■.1.谷田☆ 3+♂嗚 2005,9.23.

2.キンヒノミリ 氏慰 力″,体JvrFi Sugimoto,2001

折立:1♂鳴,2005,6.7.,9♂ 町説2CX15.6.28.神々廻 Cl l♂鳴 2005,7.10.神 々廻 D:ユ♂嗚 2005,6.6,,4♂ 鳴 2005.7.10,

名内■♂呵葛 2006.5,9,,1♂鳴,2006.5,25,,1♂ 1転 20∝ .6.21.平塚 Al♂嗚 2006.6.5,,8♂鳴 2006.6.21.谷 田た1♂

町説20C15,7.16.;5♂ 町前2006.6.20,

3. ク1ナヒバジ 跡 ,rFpらゃsdata(slliraki,1913)

折立:1♂嗚 2005.11.1.神 々廻Al♀ 目撃,2007.9.10.名 内:1♂嗚 2005,9.26.根 B:2♂鳴,2005,10、 12,,1♂嗚
2006.9,24.復 ☆ 1♂鳴,2007.9,19,谷 田Al♂鳴,2CЮ 5,9.23.

4,キアシヒパリモドキ η邸
"'加
ど勒 伽約″Id�awa,2001

神々廻☆ 1♀ 目黎i2005,6.6伍 )日撃,2005.11.1.平塚 A12♂ 1♀ 目撃,2006.6.21.復 洋 1♀ 目撃,2005,7.16.谷 田疼

1頭目撃,2007.5.29,谷田Bl♂ 3♀ 目撃,2006.6.20.

市域においては神々廻や谷日の半自然車原,手賀沼付近の湿性草地,谷田にある湿地,復にある造成地の車原から見

出された.本種が見出された場所の共通点として,多年生車本値物が優占している植生であるという点をあげること

ができる.後翅が退化しているため飛翔することはない。そのため移動能力は低いと考えられる。一般には注目され
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ていないが,平野部からは減少している種であると推測される.

5.ウ スグモスズ νttο訪滋 s gt4」 ii(Fttwa,197の

神々廻 (運動公園の西にある疎れ 4♀ 目撃,2006.8,31.

落葉広葉樹の樹幹にいる個体が観察された.

6.エ プス ズ Pr9P9J99″ 9う
'州
解猾娘 ss鰍 ,1913)

折立:3♂鳴,1♂,1頭 CIL)目撃,2005.6.7.,104-y嗚 2CX15,6.28.名内:1頭CxL)日 撃,2006.4.4.;5♂ 鳴 2006.6.21.平塚

ムざ3J判時,2006.65.;6♂ 1善,2006.6.21,窄 I田 BI弓碍, 日賞島2006.6.20.

典型的な湿地陛のコオロギであり,成虫は初夏に出現する。市域においては手賀沼付近の水田地帯や,各地の谷津の

湿地から記録された。

7.ヤチ ス ズ Pr9潮″
"9b加

滋 題 挽 丁

'(Shiraki,193o
折立:1♂鳴,2♂2♀ 目鶏 200島 11,1.名 内:1♂鳴,8♂3♀,1頭 Kll.)目戦 2005.9,26.復 B:3♂鳴,200島 10,12,谷 田B11

♀目撃,2006.3.8.,1♀ 目撃,20(お ,9.4.

8,マ ダ ラス ズ Dirt雅盟ぁ ヵぉ″ittSOa″ s仲酌艤ltllura,1904jscnaObiuo

折立:1♂亀 2005,■.1.神々廻真 1♂鳴 2005,7.16.神 廻々 Dl l♂嗚 2♀ 目撃,2005,7.10,名 内:3♂嗚多数日撃,

2005,9.26.根 A:1頭伍)目撃,2005.8.24.; 目撃,2005.9.26.根 B12♂月碍,2005,10,12.,2♂ 6♀,9頭 Cl■)日撃,2006.9。 24,

平塚燕 5+頭月乱2005.9,12.復 江 lμ頭鳴 2005,7.16.,2♂嗚 2005,9.1211♂ 鳴 2005.9,23.,1♂鳴 2006,9.20,,1♂ 1

♀目撃,2007.9,19.復 B:i♂ 1転 1♂ 目撃,2005,10.12.谷 田A■♂嗚 2005,7.16.,目 撃,2005,9.23.,2♂ 鳴,2006.11,4.

9.シパスズ 島ri9P99励加″,脇め tShirakl,1913)

折立:2♂η霊 1♀ 目名 2005,11.1.神々廻燕 1♂鳴 2005,9。 12,,1♂嗚 2005,9,23,名内12♂ 2♀ 目名 2005,9,26.根 A!

ユ♀目撃,2005.8.24,,日撃,20059,26.根 B:3♂町琺 2005,10。 12.,1♂η駐 2006.9.24.復 A:1♂ 4琺 2005,7.16.,1♂ 町駐

2005.9。 12.;5+♂ 町説2005,9。 23.,1♂弓島,20068.3.,5+♂ 4爵,2006.9.20.;1♂ η爵,2007.9.19.復 B:1♂軋 2005,10.12.谷

田洋 1♂η説2005,7.16.,4♂ 町説2∞6.11,4,

10.ヒ グシロスズ 肋′,"9赫,謝酪 6銀伽 加S(Sttaki,1913)

神々廻A:2♂嗚 2005,9,12,名 内:2♂鳴,2005,9,26.平塚Al♂ 目撃,2005,9.12,復 注 1♂ 目撃,2005,9,12.,3+♂ 鳴,

2005,9,23.,1♂ η乱2006.8.8j2♂ 鳴,2007.9,19,谷 田A:3♂鳴,2005,8.24.,2♂ 4説 2006.11,4.

ケラ科 Gry1loぬ lpiclae

l.ケラ G//rForprPα ottraFIs B―ei蛇 1839

折立:1♂ R駐 1頭日鶏 2005,6,7.名内:1♂ 1缶 2005,926,1♂ 丹乱 2006.4.18j l♂ 町亀2006.5.25,,1♂ 町駐20∝ .6.21.復

A:1♂鳴,2005,9,23.谷田洋 1♂鳴,2006.6.20.谷 田B:1頭 目撃,2007.4,11,,2頭 目撃:2007.5,20.

水田の畦のような湿地の土中に生息する。市域においては谷津の湿地から記録された.

カネタタキ科 Mogoplistidae

l.カ ネ タ タ キ  伽 あ ,T49肋η倣 立 湾 ω ttattH潮吼 1904)

折立:3♂鳴 2005。 11.1.神々廻A4♂鳴 2005.9,1211♀ 目撃,2005.9.23.;鳴 200511.1.名 内:3♂鳴 2005,9.26.根

B:3♂鳴 2005,10,12.平塚 Al♂ 1託 2005.9.12.復 A2♂η載2005,9.12.,1♂ 1色 2005,9,2315+♂ 鳴,2007.9。 19,谷

田A:1♂ q亀 2005.8,2412♂ 鳴,2005,9.23.

コオロギ類では以上のほか,2005年 10月 12日 に復 Bにおいて,種お不明の鳴き声を聞いている。二重ナIIに面した

南向きの法面の車地において,14時 05分ころに,「リッリッリッ」と連続的に大きな声で鳴く 1頭の鳴き声が確認さ

れた。浅土中で鳴いているようであり,個体を発見することはできなかつた。その車地艤旗被率 100%,草丈約 30cm

で,メ ヒシバが優占し,シナダレスズメガヤの一種。オヒシバ・エノコログサを伴つていた.種名が確定できないため,
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リス トヘの掲載を保留した,

キリギリス科 坐ttigo�dae

l.ヤプキリ 猾犠勲殉 9/i94raFis Uw叫 1924

折立:3頭徹 )目戦 2CXJa4,1432頭 Cl■)目鶏 2005,5,9,,2♂ R缶 1♂ (nl)日撃,2CICJ5.6.23.神 々廻 A:15+頭 Kll.)目撃,

2005,5.20,,1頭 Cll.)目撃,2005,6.6.,1♂鳴,2005,7.16,,1♂鳴 2005,9.12.神 々廻 C:9頭(xL)日 撃,2005,4.19,,10+頭

⊂.)日撃,200島 5,311頭伍)日名 2005,6.6.,1♂鳴,1♀ 目撃,2005,7.10.神 々廻D:3頭 Cl■)日撃,2005,5.3.,3頭伍)日

撃,200島 5.20.,9♂η寺,2005,7.10.復 ☆ 1♂2♀ 目撃,2005,7.16.谷 田Al♂鳴,1♀ 目撃,2005,7.16.,2♂ 鳴 2005,9,23.;

1頭伍)目撃,2006.6.5.,1頭伍)日撃,2007.5,29.谷 田BIユ 頭伍。)目撃,2007.5.29.

谷津の湿地や,神崎サII沿いの草地,造成地の高茎草地,台地上の樹林の高木上など,多様な植生から成虫が記録され

た.神崎ナ|1沿いの草地では,草丈約 lmのセイタカアフダチツウの群落において鳴いている個体が多く観察された。

市内において確認された鳴き声はいずれも「ジリリリジ・・・」と連続してなくタイプであり,市内に生息するヤブ

キリは同一種であると考えられる。ヤプキリ属には複数種が日本に分布することが知られているOgawa and

Ohbayash,2CXO,自 井市に生息するヤプキジは,形態的特徴から現時点では,To西鶴廟 is・ であると判断される。

2.ヒ メギス コカivP9 9■解力翻加Sttrr9P,∽ (BCy‐Bicnko,1949)

折立■0+頭倫.)目撃,2005.5.9,20+♂ 嗚 2005.6.28.神 々廻Ci神々廻C110+頭 CIl。 )目撃,2005.5.202♂鳴 2005,7.10.

神々廻D■0♂嗚 2♂2♀ 目名 2C105,7.10,幼虫多数日名 2006.5,9,平塚 A:5頭(■)目撃,2006.6.21,  復 A3

♂鳴 2005,7.16.,1♂ 鳴,2005,9.12.,1♂ 鳴,2006.8.3,谷 田A2♂鳴,2005,7.16.谷 田B11♂ 目撃,2006.8,8.,1♂ 目撃,

2006.9,4.

3,コパネヒメギス "効″脚解汚ο解9ri(酌har9 189の

神々廻☆ 2頭伍,)日撃,2005.4.19110+頭 KxI)目撃,2005.5.3.,15キ頭値.)目撃,2005.5.20.; 3頭値。)日撃,2005,6.6.;1

♀目撃,20057.16.,1♂ 目撃,2005.9,12.ネ申々 廻 B11♂目撃,2005.8.24.,1♀ 日撃,2006.8.31.復 A:1♂嗚 2005,7.16.

谷田A2♂ 目撃,2∞5.7.16.:4頭 KxI.)日乳 2007.5,29,谷 田B13♂ 1♀ 目撃,2006.8,3.,3頭 Cx■)目撃,2007.5。 29.

台地上のTa・陛車原から見出された,谷津などの湿地に生息する傾向の強いヒメギスとは,市域においてはほぼ完全に

異所的に分布していることが確認された。

4.ハヤ シ ノ ウマ オイ 河随 駐財脇齢 ,た夕αttFMaw乳 1941

神々廻Al♂嗚 2005,9.23.谷 田B:2♂嗚 2006.9.23.

このほかに本種の可能性のある以下のような記録が得られている.

折立:5♀ 目撃,2005,11,1,神々廻A11頭 (■)日撃,2005,7.16.神々廻 Ci l♀ 目撃,2005,11.1,谷田Al l頭 Kll,)日撃,

2005。7.16,,2♀ 目撃,2005,9,23.こ れらは幼虫か♀成虫による記録である。生息環境を考慮すると,すべてハヤシノ

ウマオイである可能性が高い。

5.カヤキジ Pseudodlynchusjaponctls Shiraki,1930

神々廻洋 1♀ 目撃,2007.9.10.復 A2♂嗚 2006.8.8.谷 田A:1♀ 目撃,2005,8.24.谷 田B:2♂鳴,2006.8.8,

6,ク サ キ リ RE叫孵′,,肋?stv o臨隠恥 1869)

神々廻A:1♂ 2♀ 目璃 2∞6.3,31.,1♂ 1♀ 目撃,2006,9,20,神 々廻B12♀ 目撃,2005,8.24.平 塚Al♀ 目撃,2005,9,12.

復 A3♂鳴 2005,9,23.谷 田A:目撃,2005,9.23.谷 田B:1♀ 目撃,2006,9,4.

谷津などの湿性草地や,半自然章原から見出された。

7.ヒ メクサキジ 角呵陶″,7EVb力 (RcdtenbaK、 1891)

神々廻 C:1♀ 目撃,2005,11,1.谷 田A:1♂目撃,2005,9.23.谷 田B:1♂鳴,2006.923.

市域においては,樹林の林縁付近からのみ見出されている.草地 (主に湿陛草地)に生息するクサキリとは,市域に

おいては生息場所を異にしていると判断される。

8.シプイロカヤキリモドキ XttΨ″ガ欝饂int Rodt∽ bach鈷 1891
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神々廻本 1♂ Cll.)日撃,2005,9.23.復 A:6頭伍 )目撃,2005,9.23.谷 田 B11頭⊂.)日撃,2006.9,4

復の造成地の草原においては,ス スキの穂や トダシバの穂に登り,それらの種子を摂食している個体が夜間に観察さ

れた .

9.ク ビキ リギ ス D紹 開ο喝″ ,rP/J19P・ i!怒 部 館 ,1869)

桜台:2頭 (n,)日当 2006. 6.21,神々廻 洋 1♀ 日撃,2005,4.191,1頭 (■)目撃,2005,9,12.,1♀ ,1頭 (n,)目撃,
2005,9,23.神 々廻B:1頭 Cl■)目撃,2005,3.24.神 廻々D:1♂鳴,2005.53.名 内:1♂ (■),2♀ 目撃,2005.9.26.,2♂ 1♀

目撃,2006.4.4.根本 目撃,2CX15,9.26.平塚 Al♂ 目鳴 2005912.復Å 1頭目撃,2005.7.16.復 (白井第一小学校の

校内):1頭 Cll.)日撃,2006,8.31,谷 田Al♂鳴,2007.3.23.谷 田B16頭伍.)目撃,2006.9,4.,1♂ 目撃,2006.9。23,1♂ 1

♀目撃,2007.5.29.,1♂ 目撃,2006.4.18.

10.ホシササキリ 醜40喝
"施
脇Parヵtrs ccCuiuOu,1841)

折立:2♂嗚 2005,11,1.桜台■♀目撃,2006.6.21.神 々廻た 1♂ 1♀ 目撃,2005,7.16.,1♀ 目撃,2005,9,12.根 注目撃,

2005,9.26.根 B2♂ 目撃,2006.9.24.復 江 1♀ 目撃,2005,9112.;7頭 +目撃,2CX15,9。 23.,1♀ 目撃,2007.9.19,復 B:2

♂2♀ 目撃,2005.10,12.谷 田Al♂ 1♀ 目鶏 2005,7.16.,1♀ 目撃,2005.3.24.;目 鶏 2005.9.23,1♀ 目撃,2006.11.4.

復Aにおいては9月 23日 の夜間に,約 1・ 1,5mの高さに位置するススキやヨシの穂に登つて種子を摂食している複

数の個体が観察された。10月 12日 の復B(二劃 |1沿いの章地)では,農道状の小道の草地 (植被率約80%,草丈約

20‐30cm,カゼクサ ,チカラシバ・オズツミコが優占的)から4個体がまとまって見出された。

11,ウスイロササキリ 働 οq》α力ど)力魏曲 sedtcabacher9 1891)
折立:4♂48,2005.6.28,,3♂ 嗚 2005,11.1.神々廻D:二♂嗚 2005.7.10,名 内:多数鳴,2005,926.根 Al♂目撃,

2005.3.P4.;目 撃,2005.9.26.根 B12♂嗚 2005,10.12.n4♂鳴,2006.9、 24.平塚☆ 5+頭嗚 2005.9.12.復 Al♂鳴,
2005,7.16.,5♂ 鳴,2005.9.1211♂ 嗚 2005.9,23.,4♂ 嗚 2007.9.19,復 B:8♂ q載 1♀ 目撃,2005,10.12.谷 田A目撃,
2005,9.23.

10月 12日 の復 B(二副 |1沿いの車地)では, ヨシの実軸に産卵管を差し込んでいるメス 1頭が観察された.産卵管

が差し込まれていた位置のヨシの基は約 5111ttlの太さであり,それは地表から約 75cmの高さに位置していた。

12.オナガササキリ ∽ 冽悶騨翔 ,4(Redtellbach鶴 1891)

神々廻A:1♂嗚 2005。 9,12.,1♂目撃,2CJ05。 9.23.,2♂ 1♀鳴,2006.9.20.,1♂ 目撃,2007.9.10.復 Al♂鳴,2005.9.12.;

2♂町説 2005。 9.23.,1♂ 1駐 2006.3.8.,1♂弓倦,2007.9,19.

13.ヨ バ ネ サ サ キ リ  Q歿 珀 甲 脇 腕 プψ
",tVIS tRcdtcllbacla鶴

1891)

名内:5♂鳴,2005,9,26.根 B:2♂ 2♀ 日撃,2005,10.12.平塚A:1♀ 目撃,2005.9.12.復 B:2♀ 目撃,2005.10.12.谷 田

B:3♂鳴,2006.9,23.,4♂ 1♀ 目撃,2006.9,4.

10月 12日の復 B(二重川沿いの草地)では, ヨシの葉輪に産卵管を差し込んでいるメス 1頭が観察された,産卵管

が差し込まれていた位置のヨンの茎は約 5HHlの大さであり,それは地表から約 95cmの高さに位置していた.前述の

産卵行動を示していたウスイロササキリが見られたのと同所のヨシ群落において観察された。

14.サ サ キ リ C9「 T∝ψ ね″ 閤 勲 ル 密 独 項 dC HFtan9 1842)

折立:1頭 CIl.)目撃,2005.6.28.,1♂ 嗚 1♀ 目撃,2005.■ ,1.神々廻 A!1頭CIl)目 撃,2005,7.16.,2♂ 鳴,2005,9。 12,1♀

目名 2005.■ .1神々廻C:1♂ 1説 2005,11.1.名 内■♂目撃,2005.926.根 B12♂嗚 2005,10,12,谷 田Al頭 (■ )日
撃,2005,7.16.;谷田洋 1♂目撃,20058.24.,1♀ 目撃,2006.3.31,谷 田B4♂ q転 2006.9.23.,3♂ 目撃,2006.9.4.

クツワムシ科 Mccopodidae

l.ク ツワムシ 滋聖Pο力
"“
り,9p6tis・ cdcHaan,1843)

谷田Al♀ 目当 2005,9.23.谷 田B:4♂鳴,2006.9.23.

クツワムシは,都市化による分布域の減少が顔著な種であると考えられる.市域における生息地も局所的である可能

性が大きい。
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ツユムシ科 Pllattropteridae

l.ツユムシ コ妨IP¢roPセ盟仲 征a(POd“ 1761)

桜台:と 頭儘.)日名 2006.6.21.神 々廻 A:1♂目撃,2005.9.12.,2♀ 目撃,2005,923`神々廻 D■♀目撃,2005,7.10.根

Al頭 伍 )目撃,2005,8,24.根 B:3♂ 2♀ 目撃,2005.10.12.;2♂ 目撃,2006.9,24,平塚 A:1♀ 目撃,2005.9,12.;平 塚

A:4頭(n,)目乳 2006.6.21,復 ☆ 1♀ 目撃,2005,7.1611♂ 目撃,2005.9.12,,1♀ 目撃,2005.9,2311♂ 目撃,2007.919,

復 B:3♀ 目撃,2005.10.12.谷 田☆ ユ頭Kal.)目撃,2005.8,24・ ,2♀ 目撃,2006.11.4,谷 田B11頭⊂・)日撃,2CX17.5.29,

10月 12日 の復 B(麹 H沿いの草地)では,オオオナモミの葉を摂食しているメス 1頭と,セイタカアフダチツウ

の花を摂食しているメス 1頭が観察された.

2.セスジツユムシ DErC・9rrp脚 ,霞 (恥Ш確も 1815)

折立:1♀ 目撃,2005.11.1,桜台:1♀ 目撃,2006.6.21.神 々廻☆ 1♀ 目撃,2005,9,12.,1♂ 鳴,1♀ 目撃,2005,9,23.神 々

廻 C:1♀ 目撃,2005,11.1.名 内12♀ 目撃,2005.9.26.復 A:1頭 KIl.)日撃,2005,9.12.れ♂鳴,2005,9.23.復 B:1♀ 目撃,

2005,10,12,谷 田Al♂ 目撃,2005,8.2411♀ 目撃,2006.■ ,4,

3,エプツユムシ rl″り翻確盟期″ο声%夕dm― ura et shraki,1908

神々廻A2♂鳴,2005,7.16,神々廻 C:2♂鳴,2005.7.10,谷 田☆ 3♂ 目撃,2005,7.16,

4.サ トクダマキモドキ HdocmorajapOmcaBRInnCrvonWattenwl,1878

折立■♂咤 2005.11,1.神 々廻 C■♀目戦 2005。 11.1.名 内:1♀ 目撃,2005,9,26,谷 田Al♂ 1♀ 日撃,2005,8.24.,3

♂鳴 2005.9,2311♀ 目撃,2006.8.31.谷 田Bl頭 Cl■)目撃,2007.5,29,

樹士陛の大型のツユムシ類である.落葉広葉樹林に生息する.樹上性であるために個体の発見は一般的には容易では

ない。林縁付近にいる個体がしばしば見出される.

コロギス科 Stexlopehatidae

l.コ ロギス PrOsopoBv4acrisjaporuca(Mammばa ct Shirtki,1908)

谷口☆ 1♀ 目撃,2005,7.16.

カマドウマ科 mtaphdOphOrid船

1.マダラカマドウマ Dわδ″ ""翻 盟pβ盟似 Bladdey 1920

谷田☆ 1♀ 目撃,2005,7.16.15+♂2♀ 目撃,2005,9,23.

2.カ マドクマ 効 奮?'∽加OmanervOnWattenlwL 1888)

神々廻 C:1♂ 目撃,2005.11.1.谷 田A4♂ 3♀ 目撃,2005.9,23.

ノミバッタ科 監�actylidae

l,ノ ミバッタ 乃9ヵ籐И,切 KdeHa舶っ184o

折立11頭目撃,2005。 4.14.名 内:3頭目撃,2005.9,26.

9月 26日 の名内では,谷津田の畦の植被に乏しい地表面において,多数の本種の巣が観察された。

ヒシバッタ科 駒航gidae

l,ト グヒシパッタ 0カ″転き孵破デ翻StdCHam,1842)

折立:1♂目名 2005,4,9.;2♀ 目名 2005,4.14,,1♀ 目撃,2005.6.28,,2♀ 目撃,2005,11,1.神々廻D:1♀ 目撃,2005,6.6.

熟内:1♂ 1♀ 目撃,2005.9.2611♂目撃,2006.4.4.;1♂ 2♀ 目撃,2006.5.25,,2♀ 目撃,2006.6.21,平塚 B:1♂目撃,

2006.4,13.谷田注 1♂目乳 2006.6.20,谷 田B11♂ 1♀ 目撃,2006.8,8,,5♀ 目義 2006.9.4.,1♀ 目撃,2007.5,20.

典型的な湿地性のとシバッタである。今回の調査では,折立や名内,谷田などの谷津の湿地から見出されている.
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2.ハネナガヒシバッタ 』ψfrrvr9rrrr iη ttlatts Bcy‐ Biclko,1951
折立:3頭目撃,1♀ 日撃,2005.4,9,,2♀ 目撃,2005.11,1,名 内:1♀ 日撃,2005,9.26.,1♀ 目撃,2006.4.4.,1♂ 目撃,
2006.4.18.,2♀ 目撃,2006.5.9.平塚B:1♀ 目撃,2006.4.18.谷 田A:1♂目撃,2006.11.4.

湿地の上が露出している地面に生息する。市域においても,各地の谷津や水日の畦などから見出された.
3.ヨパネヒシバッタ Forp96・ prtrrivlattrrFS時 41鵡ぅ1951
谷田A:1♂ 目撃,2005.9,23.,4♂ 4♀ 目撃,2006.6.5.,1♂ 1♀ 目撃,2007,3.23.

地表面が保湿されている林床の地面に生息する.翅が退化していて飛翔しない。このため移動能力は低いと考えられ

る.市域においては谷田から見出されたのみである.都市化の進展によつて生息地が減少している種であると考えら

オ化る.

4.ハラヒシバンタ 兌病りψ"滋 0視
V鶴 1887)

折立:1♀ ,2005.4.9,官 内博至採集,10頭十目撃,2005,4,141,10頭 +目撃,2005.5,9,1♀ 目撃,2005.6.7.,1♂ 2♀ 目撃,
2005.6.28.;3♂ 目撃,2005.11,1.桜 台:1♀ 目撃,2006.6.21.神 々廻A:1♀ 目撃,2005.4,931♂ 1♀ 目撃,2005,4.19.,5

頭+目撃,2005.5,3.,1♂ 目撃:2005,5,2011♂ 1♀ 目撃:2005.6.6,,1♀ 目撃,2005,9.12.,1♀ 目鶏 2005,9,23.神 々廻 D:

1♂目撃,2005,6,6.,2♀ 目撃,2005.7.10.峯 内i5♂ 3♀ 目撃,2005,9,26.,1♀ 目撃,2006.4.4.;1♀ 目乳 2006.5,9,,3♀ 目

撃,2006.5,25,,1♂ 日撃,2006.6.21.七 次台:1♂ 1♀ 目撃,2007.6.6.根 ☆ 1♀ 目撃,2005.8.24,根 B12♂ 目撃,
2005.10.12.,1♂ 日撃,2006.9,24,復 A:3♀ 目名 2007,9.19.谷 田Al♀ 目義 2005。 7.16.;目 名 2005,9.23.,1♀ 目
撃,2006.6.20.,2♂ 目撃,2007.3.23.谷 田B12♀ 目撃,2006,9.4.,2♀ 目義 2CX17.5,201

鞄性草地から見出されることが多いが,林縁や湿地からもしばしば見出される。市域においても,半自然車原や浴津
の湿地などから見出されている.

オングバッタ科 PrgoHltJrpllidac

l.オンプパ ッタ 静 adO醜呻 αFprp OOnhOuls鞠押 866)

折立12♂目名 2005.11,1.桜台:3♂ ,1♀伍)日鶏 2006.6.21.神 々廻 A110+顔伍.)目鶏 2005,7.16.,20♂22♀ 目名
2005.9,12.,2♂ 5♀ 目乳 2005,9,23.,1♂ 7♀ 目撃,2005。 11,1.,1♂ 1♀ 目撃,2006.8.31,,5♂ 5♀ 目撃,2007.9,10,神 々廻

B:2頭伍)日撃,2005.8.24.神 々廻 C:2♂ 1♀ 目撃,2005,11,1.名 内:51♂48♀ 日撃,2005,9,26.根 A:1♂ 1♀ 目名
2005,8,24.根 B:7♂ 6♀ 目戦 2005,10.1211♂ 2♀ 目名 2006.9.24,平塚A:2♂ 2♀ 目名 2005,9。 12,復 A:2♂ 1♀ 目撃,
2005.9,12.,3♂ 目撃,2007.9,19.復 B:10♂ 12♀ 目撃,2005.10.12.復 (白井第一小学校の校内):5♂ 3♀ 目撃,

2006.8.31.谷 田A3♀ ,3頭伍。)目撃,2005.8.24., 日撃,2005,9.23.,2♂ 3♀ 目撃,2006.11.4.,3♂ 5♀ 目撃,2007.9.10.
谷田B:3♂ 6♀ 目鶏 2006.9,4,

9月 26日 の名内における調査では,ナガコガネグモ♀に補食されている♀成虫が 1例目撃された.10月 12日 の復
B(二重川沿いの草地)では,オオオナモミの業上に静止している個体が多く観察された,

バンタ科 Acrididae

l.コバネイナゴ a"μ約9″∫ねs肱西,1910
折立:2♂ 4♀ 目撃,2005,11,1.神 々廻 Ci l♂ 1♀ 目鶏 2005,11.1,名内:26♂ 22♀ 目名 2005.9.26.根 A:1♂ 目撃,
2005.8.24.;根 A!目撃,2005.9.26.根 B117♂ 16♀ 目撃,2CICJ5.10,12.;2♂目撃,2CX16.9.24.平塚 A:2♂ 5♀ 目撃,
2005,9.12.復 B:12♂ 31♀ 目撃,2005,10.12.谷 田A:目撃,2005,9,23.谷 田B115♂ 15♀ 目撃,2006.9,4,,1♂ 1♀ 目名

2006,9,23.(こ のほか,本種と考えられる幼虫を,以下のとおり確認している.神々廻 D:3+頭伍1)目撃,2005.7.10,復

A:1頭儘.)目聟乳2005,7.16.)

湿性草地に生息する。乾性草原から見出されることもある.しかしながら白井市域においては,本種は谷津のような

湿性草地から見出される傾向が強かった.半自然草原や造成地の草原からはほとんど見出されていない。9月 26日
の名内における調査では,ナガコガネグモ♀に捕食されている♀成虫が 1例目撃された。10月 12日 の復 B(二重)||



沿いの草地)では,ヨ シの葉を摂食している2個体 (1♂ 1♀ )が観察された,

2.ツチイナゴ P,ユαηBα」甲"J"●
前詭r91898)

折立■♀目撃,20056.28.神々廻Al♂目撃,2005.4.9.,2頭 CxI。 )日 撃,20068.31,,1頭 Cla.)目撃,2007.9,10.神 々廻 B:

5頭 Kl■)日撃,2005,8.24.神 々廻 D:2♂ 目乳 2005.6.6.,1♂ 目撃,2005,7.10,名 内:1頭 (■)日璃 2005.9,26.,1♀ 目撃,

2006.6.21,根 Al頭 ⊂)目撃,2005.8.24.;目 撃,2005.9.26.根 B112♂ 11♀ ,4頭儘う目撃,2005.10.12.,3♂ 目撃,

2006.9,24,平塚A:1頭 Cxl,)日撃,2005.9.12.復 A:1♀ ,1頭 txl.)目撃,2005,9,12.;1♂ 2♀ 目撃,2005,9,23.,1♀ 目撃,

2006.8.8.,1頭伍.)目撃,2006.9.4,,1♂ 2♀ ,2頭伍)日撃,2007.9,19.復 B11♂ 5♀ ,1頭 Kl■ )目撃,2005.10,12,谷 田☆ 1

♂目撃,2005,7,16.,1頭 偏,)日撃,2∞5.8.24.,日 撃,2005.9,23.,2♂ 1♀ 目撃,2006.6.5,,1♂ 目撃,2006.11.4.,2♂ 目撃,

2007.3,23.,4頭 Q■)日聾乳2007.9,10.

10月 12日 の根 B(神崎川上流域)における調査では,日 当たりのよいクズの実上に静上している個体が多く観察さ

れた。また,ヨ モギの花を摂食しているオスが 1頭観察された.

3.ヤマトフキバンタ E針彎ぬ sttd能力肥肪ettis houc,1979

谷田A:2♂目撃,200島 7.16.;目撃,2005,9,23.;幼虫多数日撃,20066.5.;2♀ 目撃,2006.3.31.,2頭徹す)目撃,2007.529,

谷田B:1♂ 3♀ 目撃,2006.8.8.,4頭伍す)目撃,2007.5,29.

翅が退化していて,飛翔しないバッタである。樹林の林縁付近に生息する。市域においては谷田地区からのみ見出さ

れた.本種は一般に広い樹林 (特に落葉広葉樹榊 が残されている場所から見出される傾向が強い。このため谷田地

区の樹林が今後とも維持されていくことが,本種の生息にとつて重要である。

4,ショウリョウバンタ AcFidaCinerea(ThunbCrg,1815)

折立:2頭儘.)目 撃,2005.6.28.桜 台:5♂ 1♀ 目撃,2006.6.21.神 々廻 A:10+頭伍)日撃,2005.7.1611♀ 目撃,

2005,9,12.,3♂ 1♀ 目撃,2006.9,20,,1♂ 1♀ 目名 2006.8.31,神 々廻 B:3♂ 1♀ 日撃,2005,3.24,神 々廻 D:10+頭伍 )

日撃,2005,6.6.,9頭徹・)目撃,2005,7.10.名 内:1♂ 3♀ 目撃,200519.26.七 次台:2頭伍.)目撃,2007.6.6.根 A5♂ 1♀

日撃,2005,8.24.;目撃,2005.9.26.根 B:1♂ 目撃,2006.9,24.平塚☆ 1♂ 目撃,2005,9.12,1頭 CxI)目撃,20CX3.6.21,

復 A5頭 徹.)目撃,2005.7.16。 ,2♂目撃,2005.9112,,1♂ 目撃,2006.8.8お 4♂ 1♀ 目撃,2007.9。 19,復 B:2♀ 目撃,

2005.10,12,復 (白井第一小学校の校内):2♂ 目撃サ2006,9,4.,5♂ 2♀ 目撃,2006,8.31.;谷田A:Kll.)目 撃,2005,7,16.;

1♂ 1♀ 目撃,2005.8,24.,日 撃,2∞ 5。9.23,,2♂ 2♀ 目撃,2006.8.31.,1頭 Cll.)日撃,2006.6.20.,4♂ 1♀ 目撃,2007.9,10.

頭部が細長い三角形状をしている。代表的なバッタである。日当たりの良い草地から見出される.市域にも広域的に

分布していることが確かめられた.

5.シ ョウリョウバッタモドキ G9η西確b,ωr9r(deHaalL 184動

桜台:10♂ 4♀ 目撃,2006.6.21.神 々廻A:3頭 CII.)日鶏 2005,7,16.,1♂ 目撃,2005。 9.1253♂ 1♀ 目乳 2007,9,10.神 々

廻 B:10キ♂5♀ 目撃,2005.8.24,,5+♂ 5+♀ 目撃,2006,8.31,根 B12♂ 目撃,2005,10,12,復 A:1頭 (n.)日 撃,

2005.7.16.,2♂ 目撃,2005.9.12.,21~E目撃,2005,9.23.,22♂ 2♀ 目撃,2007,9,19.谷 田A:Kx■)目撃,2005.7.16.,1♂ 1♀

目撃,2005,8.24.;目 撃,2005.9,23,,2♀ 目壌 2006.11.4.,2♂ 目撃,2007.9.10,

ススキやチガヤが優占する草原に生息する。地域において
'滸

申々 廻や谷田の半自然草原や,復の造成地の草原などか

ら見出された。

6.イナゴモドキ 彪傲弦渤パpFrapF9″汚ωagenbaぬ 1822)

神々廻☆ 8♂ 2♀ 目撃,200517,1613♂ 目撃,2005,9,12.;3♂ 2♀ 目撃,2006.9.20,,2♂ 目撃,2007.9.10.

神々廻の半自然車原に本種が生息していることは,谷川ら000つによつて明らかにされた。関東地方の平野部におけ

る既知の本種の生息地は極めて少ない。現在も確実に生息しているという点を考慮すると,自井市におけるイナ
ゴモ

ドキの生息地の存在の意義はきわめて大きい.

7,マダラバッタ 4i9r9P7d rpty/9ssiFtvs rtyp″ /Pd σabriCius,1798)

桜台i4♂2♀ 目撃,2006.6.21.復 A2♂ 1♀ 目撃,2005,9,12.れ ♂2♀ 目撃,2007.9,19.

植被に乏しく地面の上が広く露出しているMII陛車地に生息する。市域においても,造成地において,植被のほとんど
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ない裸地から見出された。

8.ト ノサマバッタ カ切″
"i♂
窃占977F eilHactls,1758)

桜台■頭Cll.)目撃,2006.6.21.神 々廻Al♀ 目撃,2005,7.16.,2♂ 目撃,20059,12.神々廻 D:2♂2♀ 目撃,20057.10,
名内:1♂ 目撃,2005.9.26.根 Al♂ 目撃,2005.8.24.;目撃,2005,9,26.根 B:1♂ 2♀ 目撃,2005.10.12.;8♂ 5♀ ,2頭
伍 )目 撃,2006,9,24.平 塚 Al♂ 目撃,2005,9,12.復 A:1頭 目撃,2005.7.16.,1♂ 日撃,2005,9,12.; 1♂ 目撃,
2006.3.8.,■ ♂4♀,2頭 Cll)目 撃,2007.9,19,復 B:23♂6♀ 目撃,2005,10.12.復 (白井第一小学校の校内):1♂ 目撃,
2006.8,31,谷田A: 日撃,2005,9。 23.1頭(■)日撃,2006.6.20.;3♂ 5♀ 目撃,2CJC17.9.10.
9.ク ル マバ ッタ 伽

""と
瑠 F潔 期胞瘤体 Ch�醜も 1815)

桜台:ユ♂目撃,2006.6.21,神 々廻 A:104‐●
~E伍
1)目撃,2005.7.16.;6♂ 6♀ 目撃,2005.9,12.,1♂ 目撃,2005.■ .1.,1♂ 2♀

目撃,2006.8.31.,104♂ 10+♀ 目撃,2007.9,10,神々廻 B:5♂ 2♀ 目乳 2005.8.24.根 B:1♂ 3♀ 目撃,20∝ .9。24.復

A:1♂ 1♀ 目撃,2005,9。 12.,1♂ 目名 2007.9,19,復 B:1♀ 目撃,2005,10,12.谷 田 A:伍。)日撃,2005,7.16.,日 撃,
200519.23.,3♂ 1♀ 目撃,20(お .8.31.,3♂ 目撃,2007.9.10.

市域においては,半自然草原や造成地の章原から,広域的に見出された.

10.クルマパッタモドキ 働滋力熔物微確胎Saus醍,1884
桜台:10♂ 7♀ 目鶏 2∞6.6.21,神々廻A:10+頭値。)目撃,2005,7.16.,2♂ 1♀ 目撃,2005.9,12,;目 撃,2005,■ .1.;2♂ 目

撃,2006.9,20,,1♀ 目撃,2007,9.10.;神々廻 B:1♀ 目当 2005,8.24,名 内:3♂ 2♀ 目撃,2005,9.26,根 A:1♂ 3♀ 目撃,

2005.8,24.,日 撃,2005,9.26.根 B:1♂ 1♀ 目撃,2005.10,12.,1♂ 1♀ 目鶏 2006.9,24.復 A:4♂ 4♀ 目撃,2005,9,12.,9

♂5♀ 目撃,2007,9.19.復 B:1♂ 目撃,2005,10.12.復 (白井第一小学校の校内):5♂ 5♀ 目撃,2006.8.31.谷 田A:(n,)

日撃,2005,7.16.,10+♂ 30+♀ 目撃,2005.8.24.; 目撃,2005.9.23.;30頭 以上目撃,2C106.3.31.,2♀ 目撃,200fp.11.4.,5

♂6♀ 目撃,2007.9,10,

谷田Aのシバ型車原に生息している個体群には,体色に緑色部が発達する緑色型の個体が多く見られた,特にメスに
おいて緑色型が優勢的であった。

11.イ ボバ ンタ 筋 /9Pb,加αヵ 餌 デCIV Sa∬配鳴 1888

名内:1♀ 目撃,2005,9.26.復 A2♂ 3♀ 目撃,2007.9,19.復 (白井第一小学校の校内):1♂ 1♀ 目撃,2006.3.31,
12.ナキイナゴ 廠 設お歓,x抑銀

'鍼

S(鶏軽,1898)
神々廻Al♂ 目撃,2005,6.6.富 が沢調整池:1♂,2007,7,1,相馬なおみ,富が沢 (二到 |1湿地):2♂ ,2007.6.23,相馬

なおみ,谷田 (464号北Dの原):♂ ,2007.6.23,相 馬なおみ.谷田 (464号南):3♂ 1♀ ,2007.6.14,相 馬なおみ.七

次台:5♂,1♀伍)日撃,2007.6.6.

ススキ草原など,高茎のイネ科草本値物が優占する草原に生息する.翅が退化しているために,飛翔しない.移動能

力は低いと考えられ,生息地の消失はそのまま分布域の縮小を意味すると考えられる。市域には局所的に生息してい

ることが確認された。都市化の進展によって生息地力貧減少している種であると考えられる。

13,ヒ ナ バ ッタ CFpr9b9カ′密 pryririlPI″ d″
"'′
脇 s徴的 醜 eFko,1951)

桜台:6♂ 2♀ ,6頭徳.)目撃,2006.6.21.神 々廻 Al l♂目撃,2005.6.6.;1♂ 目撃,2005,7.16.,1♀ 目撃,2005,9,12.;目 撃,

2005.11.1.神 々廻 B4♂ 目乳 2005.8,24.神 々廻 Di2♂目撃,2005,6.6.名 内:2♀ 目撃,2005,9.26.七 次台:3♂ 1♀ 目

撃,2007.6.6.根 ☆ 目撃,2005,9.26.復 ハ 1♀ 目撃,2005,7.16.,1♂ 2♀ 目撃,2005,9.12.,1♀ 目撃,2005,9,23.,3♂ 3♀

目撃,2007,9。 19,復 B:1♂ユ♀目撃,2005,10,12.谷 田 A:1♂ 1♀ 目撃,2005.8.24.,目 撃,2005.9.23.,1♀ 目撃,

2006.6.5,,1♀ 目撃,2CXB,11.4.,2♂ 4♀ 目撃,2CX17.9,10.

半自然草原,造成地の草地)神崎)'1沿いの車地など,市内からは広域的に見出された。

5考 察

(1)希少種からみた白井市の直種類の特徴

調査において記録された種のうち,環境省により2000年に公表されたレッドデータリス ト(国
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RDLl,あ るいは『千葉県の保護上重要な野生生物 千葉県レッドデータブック動物編』(県 RDB)
に掲載されている種として,オオオカメコオロギ・マツムシ・カヤコオロギ・クツワムシ・ショ

ウリョウバッタモ ドキの 5種が該当する。さらに,それらのレッドリス トに掲載されてはいない

ものの,県北部において生息地が限られていると考えられる種として,カヤキヅ・ヤマ トフキバ

ッタ・イナゴモ ドキ・ナキイナゴの 4種を取り上げることができる (表 2),

表 2 白井市から記録された希少性の高い直翅類
該当種が記録されていない調査地は,表中には含めていない,神々廻A(半自然車原)と谷田

Aにおいて,希少性の高い種が集中して記録された。

Table 2. Threatened species of Orthoptera recorded from Shiroi一 shi. Localities vere cmitted, vhere

any threatened species was not recorded. All the species, except Conista bicolor, vere

concentrated at semi一 natural grassland in the districts of Shishiba and Yata.

種 名

谷

根  復  田

神々廻 A 神々廻 B B A A tt RDL ttRDB 非飛翔種

マツムシ

ナキイナゴ

イナゴモ ドキ

オオオカメコオロギ

ショウジョウバッタモドキ

ヤマ トフキパッタ

クツワムシ

カヤコオロギ

カヤキリ

０

０

●

０

●

●

●  0

●  0 ●

0

●

●

●

O

O

○

○ ○

種 数

調査地別にこれらの種をみると,多くの種が神々廻A(半自然草原)および谷田Aに集中して

いた。このことは,希少性の高い種は市域にランダムに分布しているのではなく,特定の乗境下

において集中して生息していることを示している。

神々廻の半自然草原や谷田Aにおいては,人による急激な環境の改変を受けることなく,しか

しながら一方では人による適度な撹乱を受け続けてきたために,結果として希少性の高い種の生

息が保障されてきたものと考えられる。それは飛翔することのできない種彼 2)が少なからず含

まれていることからも推測される.

神々廻の半自然草原では,イナゴモ ドキをはじめとして,マツムシやナキイナゴなどのススキ

型車原を生息場所とする種が多いのが特徴的である.特にイナゴモ ドキの生息は,きわめて特徴

的である。本種は関東地方においては,群馬県など山地の草原には稀ではないが,平野部におけ

る既知の生息地は白井市が唯―であると考えられる。東京都 (練馬区や二鷹市)RD4申奈川県 (横

須賀市)においては 1960年代以前のイナゴモ ドキの記録や標本が残されており (浜日・中原 ,

2004内 田,2005),千葉県においても習志野からの記録がある (坂井,1962)。 これらのことか

ら白井市におけるイナゴモ ドキは,かつて関東地方の台地に広域に分布していたであろう個体群

の末裔である可能性がある。



一方,谷田Aにおいては,比較的低茎 (草丈約 30cm)の草原に生息する傾向のあるカヤコオ
ロギや,高茎車原やつる植物が繁茂した林縁付近に生′自、する傾向が強いクツワムシやヤマ トフキ
バッタが記録されている,

このように希少性の高い種が集中している点では共通していても,神々廻の半自然草原と谷田

Aにおける種構成は異なっている。これら両地域から共通して見出されているのはナキイナゴ,
オオオカメコオロギ,ショウリョウバッタモ ドキ,カヤキリの 4種にすぎない。種組成が異なる
のは,地形的要因とともに,それぞれの土地への人の働きかけ方が微妙に異なつていたためであ

ろうと考えられる。いずれにしても神々廻の半自然草原や谷田Aは,多くの希少性の高い直翅類
の生息地としてきわめて重要な場所である。

(2)谷田 Aにおける直翅類の多様性

谷田Aにおいては 2005年の調査において,47種の直翅類が記録されている (2006年以降に
は,若千の種が追加されている).47種という種数は,白井市から記録されている直翅類の全種

数の約 70%に相当する。谷田Aにおける直翅類の種多様性はきわめて高いと考えられる。谷田A
における直翅類の種多様性が高い理由は,直翅類にとつての生息環境をとおしてうかがい知るこ

とができる.

直翅類は一般に,種ごとに生息環境 (特に植生)の選好性が異なる。したがつて,多様な植生

が存在しているほど,よ り多くの直翅類の生息が可能となりうる。谷田Aには,そのような多様

な植生がコンパクトに配置されている.

谷田Aの植生は,直翅類の生息環境からみると5つのタイプに区分することができ (牛糞置き

場になつている草地は除く),それぞれ以下に記すような直翅類が記録されているはこ3).

① 樹林

台地上には,スギやヒノキの高木が優占する樹林が広く存在している,高木層には,コナラ・

シラカシ・イヌンデなども生育している,林内の低木層はシラカシが優占し,シロダモ・ヤツ

デ・ヒノキ・シュロなどを伴つている。草本層はアズマネザサが優占している。林内には,幅

約 2mの未舗装の小道が通つている。9月 23日夜の調査では,林床にモリオカメコオロギ・ツ

プレサセコオロギ・カマドウマ 。コバネヒシバッタ,低本層にヤマトヒバリ,地表近くの高木

樹幹にマダラカマドウマ,高木の樹上にアオマツムシ・サトクダマキモドキが生息しているの

が確認された。林縁部では,地表や落葉中にオオオカメコオロギ・ツプレサセコオロギ・エン
マコオロギの生息が確認され,植物上ではウマオイの一種 (おそらくハヤンノウマオイ)・ ヒメ

クサキリの生息が確認された。

② シバ型車原

樹林に挟まれる状態で,帯状にシバ型草地が配置されている.草丈は全体的には 10cm未満

に維持されているようである,シバが優占し,やや草丈の高いチガヤやメリケンカルカヤの群

落も認められた。7月 16日及び8月 24日 の日中の調査では,エンマコオロギ・ホンササキリ・

ショウジョウバッタ `クルマバッタモドキ・クルマバッタなどが観察された。9月 23日 の夜聞

の調査では,オオオカメコオロギやヒロバネカンタンもこのシバ型車原で確認された。ヒロバ

ネカンタンは,メ リケンカルカヤの群落において鳴いていた。

③ チガヤ群落

シバ型車原とススキ型車原との間のごく狭い範囲に,草丈 20cmほ どのチガヤが優占する群

落がある。9月 28日 に,カヤコオロギの生息が日中に確認され,夜間にはクツフムンのメス個

体が確認されている。このチガヤ群落は面積的にはきわめて狭いが,カヤコオロギの生′自、適地
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になっている可能性が高い。カヤコオロギの保全のために,このチガヤ群落の面積がより拡大

されることが望ましい。そのためには,現在あるチガヤ群落に隣接したシバ型車原の採草頻度

を若千低くすることが妥当であろうと考えられる。

④ ススキ型車原

谷津の谷底に向かつて下つている緩斜面の草原,草丈は約 1‐2mである。ススキが優占し,ク
ズも繁茂している。斜面上部においては,セイタカアワダチノウが優占的に生育しているとこ

ろがある。7月 16日及び 8月 24日 の調査では,ヤブキリ・コバネヒメギス・ツユムシ・エゾ

ツユムシ 。ヤマ トフキバッタ・ショウリョウバッタモ ドキなどが記録されている。

③ 谷津の湿地

谷津の谷底の湿地。ここは詳しい調査は行つていないが,7月 16日 の夜間にキンヒバリやヒ

メギスが湿地で鳴いているのが,確認された。2006年 1月 31日 の日中にこの湿地の辺縁を踏
査し,湿地にはハンノキが繁茂し,草本層にはスゲの一種が優占しているのが確認された,湿

地性の直翅類にとつて良好な環境であることが示唆された。

以上のような植生タイプに応じて,表 3に示すような種が,谷田Aから記録された。種によつ

ては複数の植生タイプから見出されたものもあるが,全体的に見ると,植生タイプごとにそれぞ

れ異なる種構成が認められる。種数を比較すると,樹林 ,シバ型草原・ススキ型車原では,ほぼ

同様の種数が記録された。しかしながら,飛翔することのできない種の種数の割合 (ここでは便

宜的に,非飛翔種率とする)はシバ型車原で低く,樹林やススキ型車原で高い傾向が認められた。

一般に,非飛翔種率が高いほど,その場所の直翅類相は,地域在来の種構成を強く保持している

可能性が高いと考えられる。谷田Aの樹林やススキ型車原の直翅類相は,人による過度の影響を

受けることなく,在来の種構成が維持されてきたものと考えられる。

調査の進展によつて各植生タイプにおける記録種数は多少とも増えることが予想されるため,

表 3に示された数字を固定的にみることはできないが,種数と非飛翔種率によつて示される植生

タイプ間のこの傾向は,実際の状況をかなり反映しているものと考えられる。

このようなコンパクトな空間でありながら多様な直翅類の種が生息している場所は,おそらく

は高度経済成長を迎えるまでの時代には,北総地域には普遍的に存在していた可能性がある。し

かしながら土地の開発や植生管理の粗放化などによつて,このような環境が現在も残されている

場所は多くはないであろう。谷田Aにおける直翅類群集は神々廻の半自然草原とともに,白井市
のみならず,県 レベルでみてもきわめて貴重であり,優先的に保全されるべき場所であると考え

らオ七る,

表 3 白井市谷田A地区から記録された直翅類 (2005年の調査に基づく)
それぞれの植生タイプにおいて,異なる種組成が認められた。シバ型車原よりも,樹林

やススキ車原において非飛翔種率が高かつた。

Table 3. List of orthopteran species rocorded from Yata district in Shiroi― shi, in 2005, Different

species composition was recognized at each vegetation type. Although the tOtal species numbers

are almost the saHle in voodland, short grassland and tall grassland, the ratio of flightless species

are higher at woodland and tall grassland than shoど t grassland.

非

§

翔
 樹林  シバ型車地  チガヤ群落  ススキ型車地 谷津の湿地

オオオカメコオロギ
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ササキリ

ヤプキリ

エプツユムシ

サトクダマキモドキ
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キンヒバリ

種数 (Al

うち非飛翔種数(B)

非飛翔種率(B/A)⑭

16

2

38.9     12.5

18

7

2

1

50.0

18

5

27.8

2

0

0.0

*ウマオイの一種は,ハヤシノウマオイである可能性が高い

(3)白井市における草原性直翅類の多様性とその意義

以上のように神々廻や谷田に存在する半自然草原において,希少性が高いと考えられる種を含

む直翅類が特徴的に生息していることが確認された。このような直翅類相が自井市に現存するこ

との意義は大きい。ネ申々 廻や谷田にある半自然草原やそれに隣接する樹林などの植生は,今後と

も存続されるべきである。

一方,北総線沿線にある造成地由来の草原も,草原性直翅類にとつての重要な生′自、場所となっ

ていることが明らかとなった。北総線沿線に存在する造成地由来の草原には,イナゴモ ドキやナ

キイナゴなどは見出されなかつたものの,ショウリョウバッタモ ドキやクルマバッタが見出され

ている。ショウリョウバッタモ ドキやクルマバッタは,白井市域においては決して稀な種ではな

い。しかしながらこれらのバッタは,都市化の進展に伴う分布域の縮小が顕著であると考えられ

る種である。

このようなことから造成地の草原は,多くの車原性直翅類にとっての分布域の拡大に対して寄

与してきた空間であると考えられる。

ところが 2005年以降の数年の間に,市内に存在していた造成地の草原の多くが,再造成され
たり,宅地へと変貌してしまった。造成地の草原の直翅類の多くの種は,も ともと市域に存在し

ていた半自然草原のような植生に生息していた個体群の末裔であると考えられる。

これ以上市域の車原が減少してしまうなら,それは,長い歴史のなかで育まれてきたこの地域
の特徴的な直翅類相が,大きく喪失してしまうことを意味している。

白井市域の直翅類相は,土地や植生に対して,長い年月にわたつて人が適度に手を加えること

によつて成立しえたものと考えられる。白井市の人と直翅類とは,た とえ互いに無意識的であつ

たとしても,確実に「共存」してきたと言えよう.

そのような人と自然との産物である市域の直翅類が都市化によつて消去されていくことは,私

たちが住んでいる市域の土地に内在している歴史が消されてしまうことをも意味している。私た

ち一人ひとりが地域の自然に対して意識を持つ。そのことが今,大きく求められているのではな

いだろうか。

それは,虫のこえに耳を傾けるだけでもいいし,散歩の途中で草はらにバッタがいるのを目に

するだけでもいい.
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